
－ 中3C 宿題プリント (2学期-9) 解答－

宿題 9-1
次の不等式をグラフを利用して解け。(1) x2 <= 5(2) x2 > �2x(3) 1x >= 3(4) x <= 5x(1) y = x2 のグラフの y <= 5の部分に対応する xの範囲
が、不等式 x2 <= 5 � � � 1
の解である。
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右図より、1
の解は�p5 <= x <= p5
(2) y = x2 のグラフが y = �2xのグラフの上側にあるよ

うな xの範囲が、不等式 x2 > �2x � � � 2
の解である。
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右図より、2
の解はx < �2; x > 0
(3) y = 1x の y >= 3の部分に対応する xの範囲が、

不等式
1x >= 3 � � � 3
 の解である。
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右図より、3
の解は0 < x <= 13

(4) y = xのグラフが y = 5x のグラフの下側にあるよう
な xの範囲が、不等式 x <= 5x � � � 4
の解である。

y = 5xy = xp5p5�p5 �p5 xyO右図より、4
の解はx <= �p5; 0 < x <= p5
【(1)の結果と見比べて
みよう。 4
を変形し、1
として解くのは
間違いである。】

宿題 9-2
次の関数のグラフを描け。(1) y = x� 2(2) y = x � 2(3) y = x2 � 4x+ 3(1) x� 2 = ( x� 2 � � �x� 2 >= 0の場合�(x� 2) � � �x� 2 <= 0の場合= ( x� 2 � � �x >= 2の場合�x+ 2 � � �x <= 2の場合
と変形できる。

したがって、y = x� 2 のグラフは、直線 y = x� 2
の x >= 2の部分と、直線 y = �x + 2の x <= 2の部分
をつなげたもの。

したがって、y = x� 2 のグラフは、下図のよう。
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別解y = x� 2 のグラフは、y = x � 2のグラフの y <= 0
の部分 (x軸の下の部分)を x軸に関して上に折り返し
たものである。

したがって、y = x� 2 のグラフは、下図のよう。
22

�2y = x� 2 x
y
O

(2) x � 2 = ( x� 2 � � �x >= 0の場合�x� 2 � � �x <= 0の場合
と変形できる。

したがって、y = x � 2のグラフは、直線 y = x� 2
の x >= 0の部分と、直線 y = �x� 2の x <= 0の部分
をつなげたもの。

したがって、y = x � 2のグラフは、下図のよう。2�2 �2y = x� 2 y = �x� 2x
yO

■ (1)の結果との違いに注目しよう。
別解y = x のグラフは、y = xのグラフの y <= 0の部分 (x
軸の下の部分) を x軸に関して上に折り返したもの。y = x � 2のグラフは、y = x のグラフを y軸方向
に�2だけ平行移動したもの。
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(3) x2 � 4x+ 3= ( x2 � 4x+ 3 � � �x2 � 4x+ 3 >= 0の場合�(x2 � 4x+ 3) � � �x2 � 4x+ 3 <= 0の場合= ( x2 � 4x+ 3 � � �x <= 1; x >= 3の場合�x2 + 4x� 3 � � � 1 <= x <= 3の場合
と変形できる。

したがって、y = x2 � 4x+ 3 のグラフは、y = x2 � 4x + 3のグラフの x <= 1; x >= 3の部分と、y = �x2 +4x� 3のグラフの 1 <= x <= 3の部分をつな
げたもの。図示すると、下図のよう。
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別解y = x2 � 4x+ 3 のグラフは、y = x2 � 4x+3 = (x� 1)(x� 3) のグラフの y <= 0の
部分 (x軸の下の部分)を x軸に関して上に折り返した
もの。
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宿題 9-3(1) 次の表を完成させよ。x (mod 7) 0 1 2 3 4 5 6x3 (mod 7)(2) x3 + y3 = 1978をみたす整数 x; yは存在するか？
存在するなら、そのような x; yの例をひとつ答えよ。
存在しないなら、そのことを証明せよ。(1) x (mod 7) 0 1 2 3 4 5 6x3 (mod 7) 0 1 1 6 1 6 6
【補足】 合同式は (mod 7)とする。53 � (�2)3 � �8 � �1 � 6のように計算すると楽。(2) x3 + y3 = 1978をみたす整数 x; y が存在したとする
と、x3 + y3 � 1978 � 4 が成立するはずである。(1)の結果より、(mod 7)で x3 + y3 がとりうる値は0 + 0 � 0; 0 + 1 � 1; 0 + 6 � 6; 1 + 1 � 2;1 + 6 � 0; 6 + 6 � 5 のいずれかであり、x3 + y3 � 4 は成立しない。
よって、x3 + y3 = 1978をみたす整数 x; y は存在し
ない。

宿題 9-4
整式 f(x)を x� 1; x� 2; x� 3で割った余りがそれぞれ 2; 3; 4だとする。f(x)を 3次式 (x � 1)(x� 2)(x� 3)で割った余りの整式 R(x)を求めたい。(1) R(x)の次数は 以下である。

に当てはまる最も適切な数字を答えよ(2) R(0); R(1); R(2); R(3); R(4)のうち、値がわかるものはどれか？
それらについて値を求めよ。(3) R(x)を求めよ。(1) R(x)は 3次式で割った余りなので、その次数は 2 以
下である。(2) f(x)を 3次式 (x�1)(x�2)(x�3)で割った商をQ(x)
とおくと、f(x) = (x� 1)(x� 2)(x� 3)Q(x) +R(x) � � � 1

と表せる。

これに x = 1; 2; 3を代入すると、f(1) = R(1); f(2) = R(2); f(3) = R(3) � � � 2
が成
立。

一方、f(x)を x� 1; x� 2; x� 3で割った余りがそれ
ぞれ 2; 3; 4なので、剰余の定理より、f(1) = 2; f(2) = 3; f(3) = 4 � � � 3
 である。2
; 3
より、 R(1) = 2; R(2) = 3; R(3) = 4

(3) (2,3,4が、x+1に x = 1; 2; 3を代入した値と一致して
いることに注目すると・・・)g(x) = R(x)� (x+ 1)とおく。(2)の結果より、g(1) = R(1)� 2 = 0;g(2) = R(2)� 3 = 0;g(3) = R(3)� 4 = 0
よって、g(x)は (x� 1)(x� 2)(x� 3)で割り切れる。R(x)が 2次以下なので、g(x) = R(x) � (x + 1)も 2
次以下である。2次以下で、(x � 1)(x � 2)(x � 3)で割り切れる整式
は 0のみなので、g(x) = 0である。
よって、R(x) = g(x) + x+ 1 = x+ 1
別解R(x)は 2次以下だから、R(x) = ax2+bx+
 (a; b; 
は
実数の定数)とおける。(2)の結果より、8><>: a+ b+ 
 = 2 � � � 4
4a+ 2b+ 
 = 3 � � � 5
9a+ 3b+ 
 = 4 � � � 6
5
� 4
より、3a+ b = 16
� 5
より、5a+ b = 1
これを解くと、a = 0; b = 14
に代入して、
 = 1
以上より、R(x) = 0x2 + 1x+ 1 = x+ 1
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